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平成２９年 第１回定例会 社会委員長報告 

 

平成２９年３月１４日 

 

１７番 浜 幸平です。 

 

社会委員会に審査付託された議案について、３月６日、７日の２日間に   

わたり委員会を開催し、それぞれ慎重に審査を行いましたので、その経過及び

結果についてご報告いたします。 

 

議案第１８号「平成２９年度岡谷市一般会計予算」中、社会委員会に審査付

託された部分について、ご報告いたします。 

 

はじめに、所管する部の組織、職員数について、まず『市民環境部』は、   

「市民環境課」と「医療保険課」との２課の構成で、職員数は、正規職員３５

名、嘱託職員３名の合計３８名の体制、とのことであります。 

また、『健康福祉部』は、「社会福祉課」、「介護福祉課」、「子ども課」及び   

「健康推進課」の４課の構成で、「看護専門学校」は、健康推進課の所管施設に

位置づけられており、部の職員数は、正規職員１６１名、嘱託職員２４名の  

合計１８５名の体制とのことであります。 

 

 それでは各款ごとに、付託事項を踏まえ、審査の内容をご報告いたします。 

 

はじめに、歳出 ２款 総務費の担当部分について 

まず、「戸籍住民基本台帳費」について、委員より、マイナンバーカードの  

申請割合と経費について質疑があり、カードの申請割合は、平成２９年２月  

１日現在で、申請者数３,９７１名、申請率は７.８％となっている。 

経費については，平成２７年度及び平成２９年３月１日現在の執行総額は 

約２,５００万円であり、新年度予算については、法定受託事務であるため、  

国の予算により積算している。一定の申請数が得られれば今後は予算にも影響

があるものと考えている、とのことでありました。 

 

次に、３款 民生費について、 

はじめに、「福祉タクシー運行事業」について、委員より、福祉タクシー利用
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者の減少理由と委託料の算出方法について、質疑があり、利用券の販売実績  

から判断すると、利用者の固定化が進んでいること、また、限られた台数の中

で、必要な分の利用券しか購入しなくなったことが、減少の理由である、との

ことでありました。委託料の算出方法については、タクシー会社との契約で  

車両借上げ方式で運行をしており、時間当たりの単価を１,８９０円として、 

これに台数を乗じた総額で委託料を計上している、とのことでありました。 

さらに、委員より福祉タクシーの利用年齢を６５歳まで下げれば利用徴収金

も増えると思うが、どのように考えるか、との質疑があり、限られた財源の中

での事業で、真に福祉タクシーを必要とする交通弱者を対象とした福祉目的の

事業であるので、年齢の引き下げは考えていない、とのことでありました。 

 

次に「健康福祉施設整備工事」について、 

委員より、岡谷市公共施設等総合管理計画による健康福祉施設の方向性とバ

ーデープールの後利用について質疑があり、健康福祉施設の今後については、

岡谷市公共施設等総合管理計画の個別計画策定の中で検討しているが、総合管

理計画に示された、民間譲渡や統廃合について、全庁的な調整も含めて検討し

ている段階である、とのことでありました。 

また、バーデープールの後利用については、総合管理計画の個別計画策定の

中での方向性をもとに考えてまいりたい、とのことでありました。 

 

 次に「介護保険事業費」について、 

委員より、新しい総合事業が始まるが、今まで介護保険制度で受けられてい

たサービスは、平成２９年度も同様に受けられるのか、また、介護保険で負担

していたものを市町村が負担となる恐れはないか、との質疑があり、平成２９

年度もサービスは使える。また、平成２９年度の市町村負担についても、一般

財源の持ち出しはなく、通常のルールの中で、従来と同じ形で、経費を負担し

合うことになる、とのことでありました。 

 

次に「２４時間緊急駆けつけ安心サービス委託料」について、 

委員より、登録者数が１０５名ということについてどう考えているのか、と

の質疑があり、２４時間緊急駆けつけ安心サービスについては、当初は岡谷消

防署のシステムを使って、固定型の緊急通報装置により行っていたが、消防の

広域化に伴いサービスが行えなくなったため、地方公共団体として、初めて民

間警備会社による携帯電話でのサービスを取り入れた事業である。 
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 延べの登録者数は１３５人で、そのうち中止等が３０人位で、現在１０５名

の方が登録している。登録者数はサービス開始当初と同じ規模であり、基本的

には６５歳以上の独居高齢者で、生活の中で安心できない非課税の方が対象で、

今までの実績から考え妥当な登録者数であると思う、とのことでありました。 

 

 次に「保育所費」について、 

委員より、保育所職員の正規と非正規の割合及び保育士の待遇についての変

更点について、質疑があり、平成２９年度の正規職員は調理員を含めて３１.

６％、非正規職員は６８.４％となっている。保育士のみで捉えると、正規は４

５.９％で、非正規は５４.１％である、とのことでありました。 

また、保育士の待遇については、臨時職員には、賃金の時給単価を１０円  

引き上げ、さらに、育休者の代替臨時職員は、時給を１,０８０円から      

１,３００円まで引き上げている、とのことでありました。 

  

次に、４款 衛生費について、 

はじめに、「再生可能エネルギー等活用補助金」について、 

委員より、昨年度と比較し減額になっている理由について、質疑があり、平

成２７年度から、太陽熱や地中熱の利用の設置に補助金を切り替えてきている

が、実績を勘案する中で、件数を見直した、とのことでありました。 

さらに、委員より、補助事業の周知の方法について、質疑があり、市民への

周知については、市の広報やホームページ、新聞等での周知、さらに、太陽熱

や地中熱については業者からもＰＲしてもらっているが、費用的な面で足踏み

をしてしまうことがある、とのことでありました。 

 

次に「看護専門学校費」について、 

委員より、県からの職員派遣が終了ということであるが、引継ぎ等は順調で

あるか、との質疑があり、今年度で、県からの派遣が終了となり、新年度から

は、市の職員のみで学校運営を行うが、県の先生方から様々なことを教示いた

だき、その経験を踏まえて活動に取り 組んでおり、今後も指導レベルが低下

しないよう職員一丸となって学校運営に当たってまいりたい、とのことであり

ました。 

 

次に「塵芥処理費」について、 

市側から、昨年１２月から諏訪湖周クリーンセンターが本格稼動しているが、
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構成の２市１町の統一事項として、岡谷市も本年４月から祝祭日にもごみ収集

を行うことが決定した。８月１５日、１６日及び１２月２９日から１月３日ま

でについては、従来どおり休みとするが、それ以外の祝祭日はごみ収集を実施

することになる、との補足説明がありました。 

 

次に、「歳入」について、 

１３款 使用料及び手数料において、 

委員より、総合福祉センター使用料の内訳について、質疑があり、温泉施設

使用料の引き上げによる増収を８００万円程度見込んでおり、この引き上げ分

以外の使用料で約１,６００万円、生涯 学習施設使用料として、約７００万を

計上している、とのことでありました。 

 

次に、討論について報告いたします。 

まず、マイナンバー制度について、平成２９年度においても予算が計上   

されているが、カードの交付率は、極めて低く、市民の利便性からみても、   

あまり必要性は感じられていない。 

福祉タクシーについても、台数の増や利用者の年齢引き下げなどの要望が 

受け入れられず、国保会計の繰出金については、国保加入者の生活実態からの

重税感に対して、一般会計からルール外の繰り出しが必要である。 

介護福祉については、国が新たな法案を提案しているが、必要な時に必要な

介護サービスが受けられる制度に危惧を持つ予算であり、後期高齢者医療保険

事業についても、以前よりこの制度に疑問を持っている。 

さらに、保育士の職場環境についても、職員の正規、非正規の割合の逆転を

改める必要があり、待遇という面でも向上していない。以上のことなどから、

本予算中社会委員会に付託された部分については反対する、との意見がありま

した。 

一方、膨らみ続ける扶助費を抱える中、職員の皆さんが人口や財政規模と  

調和した、時代にふさわしいまちづくりを柔軟に進めていこうとする姿勢が 

感じられる予算である。特に、社会委員会に関わる部署は、福祉、環境など、

まさに「ゆりかごから墓場まで」市民の生活すべてに関わる仕事を担っており、

その苦労に対して敬意を表するところである。６大事業も完了し、市民ニーズ

を捉えた特色ある事業展開と同時に経費削減を進めるといった平成２９年度 

一般会計予算であり、「みんなが元気に輝くたくましいまち岡谷」の深化に  

向けて、全力で邁進されるよう要望し、本予算について賛成する、との意見が
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ありました。 

 

以上、審査の結果、議案第１８号中、社会委員会に審査付託された部分に  

つきましては、賛成多数により、原案のとおり可決すべきものと決定しました。 

 

次に、議案第１９号「平成２９年度岡谷市国民健康保険事業特別会計予算」

について、ご報告いたします。 

 

はじめに、本会議において、「国保加入者の生活実態と重税状況について、  

委員会で審査を深めてほしい。」との付託事項について、市側より、国保加入者

の生活実態については、従来より電話や窓口での相談や各種の手続き、また、

納税相談等の機会をとらえて状況の把握に努めており、今後も福祉の関係部署

等とも連携を密にして、生活実態の把握に努め、生活困窮者等からの生活全般

の相談に際しては、個々の事情に応じたきめ細やかな対応をしていきたいと 

考えている。 

国保加入者の重税状況については、国保税の軽減の該当となる被保険者は、

国保加入者全体の約５３％を占めている状況であるが、平成２７年度以降、  

国の税制改正に伴い、毎年、低所得者層に対しては、保険税軽減制度の拡充が

なされており、税負担に一定の配慮もなされてきている、との答弁がされま  

した。 

 

委員より、軽減措置を受けている方が５３％という重税感を、どのように  

受けとめているのか、との質疑があり、国保加入者の半数以上の方が軽減の  

対象になるという数字から、国保の財政基盤が脆弱であるという構造的な課題

が顕著に現れている、とのことでありました。 

 

本会議から付託された部分以外では、委員より、平成３０年度からの国保  

都道府県化への移行準備について、質疑があり、平成３０年度以降は、県が  

新たに保険者に加わり、市町村とともに国保の資格管理や高額療養費の回数を

引継いでいくなどの事務を行っていくため、平成２９年度予算にシステム  

改修費等を計上している、とのことでありました。 

 

次に、討論について報告いたします。 

国保の加入者は、高齢者や低所得者が多いことは、数字的にも明らかで、  
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重税感は非常に大きく、安心して医療機関に受診できるという面では、支払え

る国保税にしていく必要がある。国保税は引き上げにはなっていないが、   

引き下げを求める立場から、本予算には反対する、との意見がありました。 

一方、大変厳しい国保運営が強いられる中、ぎりぎりの予算編成がされて  

いるものと思う。国保制度の基盤強化や国保財政安定化の諸施策など、国の  

動向やこの制度の抱えている問題の改善を注視しながら、平成３０年度の  

都道府県への事業移行が円滑に行われるようお願いし、本予算に賛成する、  

との意見がありました。 

以上、審査の結果、賛成多数により、原案のとおり可決すべきものと決定  

しました。 

 

次に、議案第２２号「平成２９年度岡谷市霊園事業特別会計予算」につき  

まして、ご報告いたします。 

 

委員より、合葬式墓地の募集について、質疑があり、合葬式墓地整備工事が

ここで竣工となり、募集は４月中旬から６月中旬にかけて行っていく予定で 

ある、とのことでありました。 

以上、審査の結果、原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

 

次に、議案第２４号「平成２９年度 岡谷市後期高齢者医療事業特別会計予算」

について、ご報告いたします。 

 

はじめに、本会議において、「被保険者の生活実態と重税状況について、   

委員会で審査を深めてほしい。」との付託事項について、市側より、被保険者の

生活実態については、電話や窓口での相談や各種手続きの機会をとらえて状況

の把握に努めているが、中には病気や借金で保険料の支払いが苦しい方も  

おられる。また、医療費だけではなく生活全般でお困りの方については、   

高齢者総合相談窓口を紹介するなど、関係部署と連携をとりながら対応して 

いる。 

後期高齢者の重税状況については、後期高齢者医療保険料の軽減対象者の 

割合は全体の６３％となる。被保険者の多くの方が低所得であることが表れて

おり、市としても、被保険者の方々の中には重税感があることは理解している、

との答弁がされました。 
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本会議から付託された部分以外では、委員より、平成２９年度の軽減の見直

しについて、質疑があり、７割・５割・２割は法定上の軽減の割合であり、   

予算措置により上乗せして軽減してきた経過があるが、この特例分について 

平成２９年度から見直しが行われる。平成２９年度の影響については、低所得

者の所得割が５割軽減から２割軽減となる人数等が、１,１８５人で約８６０ 

万円、被扶養者の均等割が９割軽減から７割軽減となる人数等が、６８７人で

約４４０万円、合計で１,８７２人、約１,３００万円と見込んでいる、との  

ことでありました。 

 

次に討論について報告いたします。 

平成２９年度においても、重税感が大きい中で、軽減の見直しにより、   

約２,０００人の方に約１,３００万円の影響があるということで、一層、   

後期高齢者の保険料が重くのしかかっている本予算に反対する、との意見が 

ありました。 

一方、高齢化の進展で、高齢者医療費の増加はさけられないが、高齢者が  

安心して医療を受けるためには、この制度は必要であると考え、本予算に賛成

する、との意見がありました。 

以上、審査の結果、賛成多数により、原案のとおり可決すべきものと決定  

しました。 

 

次に、議案第２８号「平成２９年度岡谷市病院事業会計予算」について、   

ご報告いたします。 

 

まず、病院事業管理者から、平成２９年度は、医療を取り巻く環境が刻々と

変化するなか、高度でより良質な医療を安定して提供するため、診療体制の  

充実を図り、地域の皆さんに信頼され、親しまれる病院づくりに取り組んで  

まいりたい、との挨拶がありました。 

 

次に、組織について、現在の経営企画課と庶務課を統合して庶務課とし、   

医事課との２課の体制とする。この統合に伴い、庶務課内に経営企画担当を   

配置し、事務処理の適正化、効率化を図ってまいりたい、とのことであります。 

 職員数については、特別職を除く予算定数は４２０名で、嘱託職員１３名を  

加えた合計４３３名で、正規職員は３名の減、嘱託職員は３名の増となる。その

内、医師については、正規職員３４名、嘱託職員１０名の合計４４名で、２名の
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増、診療技術部については、正規職員１０４名で、リハビリテーション科の充実

を図るため、理学療法士、作業療法士などが６名の増となる。看護部については、

正規職員２４３名、嘱託職員が１名の合計２４４名で、看護配置基準を維持する

ための人員数を確保している。事務・労務職については、正規職員３９名、    

嘱託職員２名の合計４１名で、経営企画課の廃止などにより３名の減となる、  

とのことであります。 

 

予算の主な点については、平成２９年度は今後の病院経営を方向付ける大変

重要な予算との認識のもと、診療体制の充実に見合う収益計上と、一からの  

積み上げによる費用計上により、約９,４００万円の黒字予算とするものである。 

平成３０年度の診療報酬改定など、医療を取り巻く環境は一層厳しさを  

増してくることが想定されるが、地域の医療機関の中核となる総合病院として

の機能を充実・強化することにより、高度で良質な医療を安定して提供すると

ともに、健全な病院経営が持続するよう最大限の努力をしてまいりたい、との

ことでありました。 

 

 次に、審査の主な点でありますが、はじめに、本会議において、「病院運営に

あたり、看護師及び事務・労務の職員体制はこれでよいのか、委員会で審査を

深めてほしい。」との付託事項について、市側より、平成２９年度の予算の考え

方として、看護師については育休によって１年間のすべての期間を休職する 

職員は、予算に計上せず、代替となる職員の人件費を賃金に計上するという、   

考え方に改めている。施設統合以降、診療の充実に従い、看護師数を増やして

きている実態があり、看護部等ともヒアリングをする中で、必要な看護師数は

確保されていると認識している。また、事務・労務職員の事務については、   

組織の統合や新病院建設の完了などにより１名の減、労務については、看護  

助手１名が定年、また、調理員の育休が１名減となっている。職員定数に   

ついては、効率的で安定した経営を維持していく中で、考慮しなければなら  

ないが、看護部、診療技術部、事務部門でヒアリングを重ね、予算を策定した

経過があり、職員数については、現状では必要数が十分確保されていると   

考えている、との答弁がされました。 

 

次に、本会議において、「給食調理の一部外部委託化は、給食調理の課題を  

解決できるのか、委員会で審査を深めてほしい。」との付託事項について、市側

より、給食調理は、平成２７年度以降、臨時職員の確保が十分にできず、「今の
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体制で、これ以上業務を継続することは難しい」との相談が現場からあった  

ものの、新たな採用には至らず、短時間のアルバイトを雇用しながら現在に  

至っている。病院給食に係る人材は全国的に不足している状況であり、この  

ままでは患者給食が提供できなくなることも現実的に心配されると判断し、 

平成２９年度における一部委託化を病院として決定をした。 

病院給食の委託化が直面する課題としては、「給食の質の維持」と「安定的な

提供」、「臨時職員の処遇」であるが、献立作成は今まで同様に病院側で担う  

こと、業務量に即した調理体制の維持が委託契約により約束されること、現在

勤務している全ての臨時調理員が、４月以降に業者側で採用になる見込みで 

あること等により、クリアされるものと考えている、との答弁がされました。 

 

委員より、どのような業者に委託するのか、との質疑があり、業者について

は、近隣病院での実績、また、３００床クラスの給食の実績がある業者を指名

している、とのことでありました。 

さらに、委員より、県下の病院の給食の状況について、質疑があり、信州   

大学医学部附属病院、諏訪日赤、諏訪中央病院などで委託化が進んでいる。  

また、直営で行っている病院では、募集しても人が集まらないという問題や、

委託している病院においても調理員の確保が難しい現状がある、とのことで 

ありました。 

 

本会議から付託された部分以外では、委員より、待ち時間の対策について、

質疑があり、新病院となり、患者呼び出しシステムを導入している。また、   

耳鼻科や小児科など混雑する科については、待ち時間を有効に使っていただく

ため、携帯電話での呼び出しも行っている。待ち時間を短くすることは難しい

部分はあるが、できるだけ体感時間を短くできるよう、ブロック受付の中で  

声掛けをするなど工夫をしている、とのことでありました。 

また、新年度から医療コンシェルジュを民間業者へ委託し、病院正面窓口に

２名配置し、患者さんへの案内などを行う予定である、とのことでありました。 

さらに、委員より、一人診療科の解決について、質疑があり、全国的に産科、

耳鼻科、眼科の医師が少ない状況であり、様々な情報を得ながら医師確保に  

努めているが難しい状況である。これまで、市長とともに大学の医局への訪問

や、長野県ドクターバンクからの医師の紹介や病院ホームページ、フェイス  

ブックなどを活用して、病院の宣伝、広報活動に努めてきている、とのことで  

ありました。 
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次に、討論について報告いたします。 

施設整備も全て整い、経営面の安定が重要な時期となってきている中で、  

病院事業管理者を中心に、岡谷市民病院が大きく前進していることは実感を 

しているが、産科の確保や、接遇、待ち時間の問題など以前からの課題もあり、

そういった問題の解決こそが 病院の安定経営には重要なことである。 

新しい医師の着任や初期研修医の受け入れなど大変に嬉しい話もあり、  

引き続き職員一丸となって「思いやりの医療」の更なる発展を目指し、邁進  

していただくことを願い、本予算に賛成する、との意見がありました。 

以上、審査の結果、原案のとおり可決すべきものと決定しました。 

 

報告は以上であります。 


